



  Nel 1977, quasi come risposta alle dure parole di Antonio Ghirelli: “il solo modo di 
spogliarsi da ogni nostalgia e ogni retorica, per considerare quanto vi è di positivo nella 
tradizione napoletana, sta nel costruire per Napoli un volto nuovo”, apparvero, in vari generi, 
nuove espressioni contro i luoghi comuni, oramai arrugginiti, della vecchia napoletanità. 
Inoltre, nello stesso periodo, spinti dal movimento di Radio Libere, aumentarono gli interessi 
verso la nuova cultura dialettale. Pino Daniele, che debuttò nel 1976 e lanciò il primo album 
Terra mia nel 1977, ne fu il rappresentante per eccellenza. La sua scelta musicale del blues si 
basa sull’ analogia fra i napoletani e gli americani di colore, e gli è congeniale per delineare i 
problemi della Napoli contemporanea e farne denuncia. La fusione da lui operata, sia in campo 
musicale che letterario, tra Napoli e l’America nera aprì una nuova possibilità per la cultura 
partenopea.
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だが彼らの音楽的姿勢は，NCCP の思想的リーダーであったロベルト・デ・シモーネ Roberto 
De Simone（1933-）を除けば，理論や体系に基づいたものではなかった。こうした一連のアー
















































ギレッリはこの結論部分を書くにあたり，ラッファエーレ・ラ・カプリア Raffaele La Capria
（1922-），フランチェスコ・ロージ Francesco Rosi（1922-2015）といったナポリ出身の文化人や，











を経た 1973 年に，時代錯誤的に「ナポレタニタ」という概念によって投じた石は，80 年代には
ラ・カープリアに受け継がれ，その後のナポリ文化論にとって重要な反響を呼ぶことになる 4）。
ギレッリは『ナポリの歴史』の結論の中で，「ナポレタニタ」の最後の本格的な代弁者が劇作
家兼俳優エドゥアルド・デ・フィリッポ Eduardo De Filippo（1900-1984）であったと明言し 5），














行した 1976 年のイタリアでは，68 年世代から発展・変質した新左翼グループと極右グループが
半島の至る所で衝突とテロ活動を繰り広げていた。ナポリ独自の動向としては，1975 年の末に
誕生し，1977 年に消滅した「組織的失業者運動」Movimento dei disoccupati organizzati を挙げ
ることが出来るだろう。「ストライキも出来ない」失業者や学生たちが路上を行進し，町全体を











1970 年のシチリアのパルティニコの「ラジオ・シチリア・リーベラ」Radio Sicilia Libera であっ
た。同局は開設後わずか 26 時間で，警察によって機材を押収されて閉鎖された。そしてその後
同様の試みは，イタリアの各地に広がって行く。イタリア憲法裁判所は 1974 年に，ケーブル放







トゥッリオ・ジョルダーナ Marco Tullio Giordana（1950-）監督の映画『ペッピーノの百歩』I 



























ストを多く取り上げた「ラジオ・ナポリ・チェントロ」Radio Napoli Centro や，マリオ・メロラ
Mario Merola（1934-2006），ピーノ・マウロ Pino Mauro（1938-）らを積極的に取り上げた「ラ
ジオ・スパッカナポリ」Radio Spaccanapoli もその傍らで人気を誇った。
そうした中，最も成功を収めて現在でもよく知られているのが「ラジオ・キス・キス」Radio 





レッロ・アレーナ Lello Arena（1953-），エンツォ・デカーロ Enzo Decaro（1958-）とともに，
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ナポリ近郊のサンジョルジョ・ア・クレマーノの劇場でコントを上演していたマッシモ・トロ





的な長編小説『マラックア』Malacqua をエイナウディから刊行したのも 1977 年のことであった。
四日間にわたって降り続ける雨のために，都市ナポリは壊滅的な打撃を受け，道路は陥没して，






になるマリオ・マルトーネ Mario Martone（1959-）が，弱冠 18 歳で劇団「ノビル・ディ・ロー
ザ」Nobil di Rosa を立ち上げて演出家デビューを飾ったのも 1977 年であった。同劇団は 1979 年


































エーレ少年は 1973 年に高校を卒業し，音楽活動のためわずか 3 ケ月で退学したとはいえ，ナポ
リ東洋大学で外国語を学んでいる。既に高校在学中からバンドを組み，地元のナイトクラブで演
奏活動を行い，1976 年にはプログレッシブロックのグループ「サン・ジュスト」Saint Just の
ジェニー・ソッレンティ Jenny Sorrenti（1953-）のソロアルバムにギタリストとして参加し，
ベーシストとして「ナポリ・チェントラーレ」のメンバーとなった。その傍ら，1976 年にはデ

























































弟ネッロ Nello（1964-）の証言では，18 歳から 19 歳にかけて，ピーノは新左翼組織「継続闘
争」Lotta continua に参加し，「右翼の連中と殴り合っていた」 12） という。「継続闘争」の歴史を























バムのタイトルにもなっている楽曲《我が町》Terra mia について，制作中の 1976 年 11 月にラ

















































































































































































ピーノ・ダニエーレ以前，少なくとも 1970 代以前の文学的なナポリ方言は，19 世紀末のサル
ヴァトーレ・ディ・ジャコモ Salvatore Di Giacomo（1860-1934）やその影響を受けたカン
ツォーネ・ナポレターナの詩人たちによって形成された。ナポリには，17 世紀のジャンバッ
ティスタ・バジーレ Giambattista Basile（1566-1632）やジュリオ・チェーザレ・コルテーゼ














おきたい。『パロラッチャ』Parolaccia の著者であるヴィート・タルタメッラ Vito Tartamella
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（1966-）は，ピーノ・ダニエーレの全スタジオ・アルバム 24 枚に収録された 260 曲において使
用された「パロラッチャ」の統計を取り，紹介している 25）。タルタメッラの調査によれば，全曲
の 11％にあたる 31 曲において「パロラッチャ」が使われ，その 58％が 80 年代の楽曲で，とり
わけ 1980 年のアルバム『ネーロ・ア・メタ』が 5 曲，次いで『ピーノ・ダニエーレ』，『ヴァ
イ・モ』，『ベッラ ･ ンブリアーナ』Bella ’mbriana，『ムジカンテ』Musicante がそれぞれ 4 曲と



















































Where are you going どこに行くんだい？
You need a girl tonight 今夜は女の子が必要かい
Come on with me man! 俺について来なよ，マン！
You will enjoy your time あんたは楽しい時間を過ごして
Nu poche ’e dollari to me 俺にちょっとドルをくれれば




























その後はワールド・ミュージックをポップスに昇華させた『ブルースの男』Un uomo in blues
（1991），『神の祝福を』Che Dio ti benedica（1993），『砂漠の花を踏むなかれ』Non calpestare i 
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感情の対象であり続けてきた。ジュゼッペ・パトローニ・グリッフィ Giuseppe Patroni Griffi は
長編小説『トレド通りを下って』 Scende giù per Toledo（1975）において，男娼のロザリンダを主
人公にしている。
23） Russano （2015）, p. 129.
24） La Capria （1999）, pp. 107-115.
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演している。マンリオ・サンタネッリ Manlio Santanelli（1938-）の『非常口』Uscita di 
emergenza，アンニーバレ・ルッチェッロ Annibale Ruccello（1956-1986）の『ジェニファーの 5
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